
【白衣観音例祭】
6～7世紀頃に若くして亡くなったこの地方の豪族の妻「咲矢子
姫」の石棺が1906年に発見され，中戸手青年集会所に置かれて
いました。その後，集会所が取り壊されることになり，石棺は
戸手小学校に移転され，それ以降保管されていました。この石
棺の主の霊を慰めるために安養寺に埋葬し，1981年その石棺の
上に白衣観音像を据え，毎年10月の観音様のご命日の近い日に
例祭を催して
法要を行っています。


